


【巻頭言】 
ガイドブック「富山のナノ･マイクロ技術（追補版）」発刊にあたり 

 
 ものづくり産業の集積地である富山県は、平成 25 年地域イノベーション支援地域の指定

を受け、平成 26 年 7 月にはナノテクと地域のものづくり技術の融合によるイノベーション

を目指す「とやまナノテククラスター（とやまナノテクコネクト・次世代ものづくりプログ

ラム）」が文部科学省「地域イノベーション戦略支援プログラム」に採択されました。本事

業では、県内企業の優れたセルロースナノファイバー製造技術を核とした新たな産業クラ

スターの形成を目指しています。セルロースナノファイバーに続く、新たなナノテク技術に

よる第二、第三の先端ものづくり産業クラスター創出に向け、とやまナノテククラスターで

は、富山県内で活動する企業や大学のナノ・マイクロに関わるニッチトップ技術を紹介する

「富山のナノ･マイクロ技術」ガイドブックを昨年、刊行しました。本ガイドブックは、展

示会やビジネスマッチングの際に希望者に配布し、大学や企業の個別技術紹介として利用

するだけでなく、富山のものづくり産業の底力を示す資料としても大いに活用されました。

今般、本誌の増刷を計画したところ、昨年のガイドブックからもれた企業からの出稿要請が

相次ぎ、新たな技術の紹介を行う追補版として刊行することとなりました。本追補版を含め

ここに紹介した地域の強い技術が、新たなものづくり産業創出の端緒となることを切に願

っています。 
平成 28 年 9 月 30 日 

（とやまナノテクコネクト・次世代ものづくり創出プログラム） 

とやまナノテククラスター 
プロジェクト ディレクター 

鳥山素弘     
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第⼀部．富⼭の産官学の技術シーズ 
１．平成２７年度版に掲載した技術シーズ 

①企業の技術シーズの概要 ｐ 3〜 7       （会社名・50 ⾳順） 
アイシン軽⾦属株式会社 ⾃動⾞⽤衝突安全システムに適応した⾼靭性アルミニウム押出材料の開発 ｐ 3
株式会社アライドタングステン 超微粒超硬合⾦⽤ＷＣ（タングステンカーバイド）粉末 ｐ 3
株式会社⽯⾦精機 ⼯作機械部品・⾃動⾞関連部品の⾼精度切削加⼯技術 ｐ 3
株式会社エヌエス・ブレーン 「ナノ加⼯技術（撥⽔・撥油・防汚）を施したアクリル混ニット商品」の開発 ｐ 3
ＮＳＩ株式会社 ⼤⾯積・⾼精度ナノインプリント（ナノパターン転写）の独⾃技術確⽴と量産 ｐ 3
ＦＣＭ株式会社 耐ウィスカ性，はんだ濡れ性に優れた、Sn-Ag-Cu３元合⾦めっき技術 ｐ 3
キタムラ機械株式会社 従来機⽐ 25 万倍の 512 ギガバイトの処理能⼒をもつ⾼速、⾼精度、超精密加⼯を実現 ｐ 4
ケーシーアイ・ワープニット株式会社 ポリウレタンナノファイバー不織布とトリコット⽣地を貼り合わせた次世代透湿防⽔性⽣地 ｐ 4
株式会社ゴールドウイン C3fit IN-pulse（インパルス）シリーズ ｐ 4
コマツＮＴＣ株式会社 油静圧軸受を⽤いたマシニングセンタ（⾦属接触レス⼯作機械） ｐ 4
三協⽴⼭株式会社 鍛造⽤アルミニウム合⾦⼩径連続鋳造棒 TG-bar ｐ 4

三光合成株式会社 
・⾦型表⾯加⼯による⾼機能化 
・ゆらぎ華飾技術

ｐ 4

新光硝⼦⼯業株式会社 ガラスとガラス及びポリカーボネートとの特殊樹脂による接合技術 ｐ 5

株式会社スギノマシン 
・バイオマスナノファイバー「BiNFi-s（ビンフィス）」 
・湿式微粒化装置「スターバースト」 
・⼩型同時５軸制御横型ＭＣ「セルフセンタ H15B-5AX」

ｐ 5

⼤平洋ランダム株式会社 ⾼純度炭化けい素の超微粉製造技術 ｐ 5
株式会社タカギセイコー 熱可塑性複合材料の量産成形技術 ｐ 5
⽴⼭電化⼯業株式会社 微⼩部品へのめっき ｐ 5
⽴⼭マシン株式会社 真空蒸着法を⽤いたナノ複合材料製造技術 ｐ 6

中越合⾦鋳⼯株式会社 
・急冷凝固⽤銅ロール 
・耐摩耗性/耐焼付性 銅合⾦精密部品

ｐ 6

中越パルプ⼯業株式会社 セルロースナノファイバー（ＣＮＦ） ｐ 6

株式会社⼾出Ｏ－Ｆｉｔ  
富⼭県で産出される資源をプラスチックにフィラー材として混練し、新しい機能性を持たせた
プラスチック原料の製造技術

ｐ 6

⽇本カーバイド⼯業株式会社 超精密微細構造化シート ｐ 6
パナソニック・タワージャズ セミコン
ダクター株式会社 

65nm プロセスを⽤いたミリ波 110GHz 帯 RF CMOS 向けプラットフォームの開発 ｐ 6

株式会社ビー・エム・プロダクツ 
安定化ジルコニア（ＹＳＺ）を使⽤した打錠機⽤⾦型⾅及び打錠障害を改善するナノ改質処理
技術 

ｐ 7

ＢＢＳジャパン株式会社 アルミニウム合⾦とマグネシウム合⾦の⾼強度⾯接合技術 ｐ 7
株式会社北熱 ⾦型⽤深⽳内⾯ PVD コーティング“ｄｉＸｉｓ（ディクシス）” ｐ 7
株式会社北陸エンジニアプラスチック 3D プリンター⽤フィラメント（ナノマテリアル⼊り） ｐ 7

 
次ページに続きます 
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株式会社松村精型 
⾃動⾞部品事業におけるアルミ鋳造製品のマイクロメータオーダの⾼精度な加⼯・保証・維持
技術 

ｐ 7

株式会社ユニゾーン  新素材に対応したナノ機能めっきの取組み ｐ 7
株式会社リッチェル 射出成形による樹脂製マイクロチップ・デバイスの量産化技術 ｐ 7

➁⼤学・⾼専・公設試の技術シーズの概要 ｐ 8〜11（研究者名・50 ⾳順） 

岩坪 聡  
（富⼭県⼯業技術センター） ナノ粒⼦の作製と⾼圧ジェットミルを⽤いた⾼度微粒化技術の応⽤ ｐ 8

遠藤 洋史 
（富⼭県⽴⼤学） 微細リンクル加⼯技術による機能性材料 ｐ 8

岡⽥ 裕之 
（富⼭⼤学） フレキシブル応⽤へ向けた有機エレクトロニクス技術の研究開発 ｐ 8

⾦丸 亮⼆ 
（富⼭県⼯業技術センター） ナノファイバーによる⾼機能医療⽤材料の開発 ｐ 9

川堰 宣隆 
（富⼭県⼯業技術センター） 集束イオンビームを利⽤したダイヤモンド切削⼯具 ｐ 9

坂井 雄⼀ 
（富⼭県⼯業技術センター） 配向性強誘電体厚膜パターンの作製 ｐ 9

迫野 奈緒美 
（富⼭県⾼等専⾨学校） 気相中におけるコアーシェル型⾦属ナノ粒⼦の⽣成 ｐ 9

真⽥ 和昭・永⽥ 員也 
（富⼭県⽴⼤学） セルロースナノファイバーとナノ粒⼦のハイブリッド化による⾼強度・⾼熱伝導性樹脂の開発 ｐ 9

⾼橋 勝彦 
（富⼭⾼等専⾨学校） 選択還元法で造られたナノ酸化物粒⼦分散強化材料 ｐ 9

⽵井 敏・花畑 誠 
（富⼭県⽴⼤学） ナノインプリント⽤ガス透過性モールド材料と微細加⼯技術の開発 ｐ 9

多⽥ 和広 
（富⼭県⾼等専⾨学校） 分⼦動⼒学法によるナノカーボン材料の電⼦ビーム加⼯解析 ｐ 9

寺⽥ 堂彦 
（富⼭県⼯業技術センター） 再⽣医療⽤⾜場材料としてのシルクナノファイバーの開発 ｐ10

豊嶋 剛司 
（富⼭県⾼等専⾨学校） ナノテクリスクを回避する特異形状粒⼦の合成 ｐ10

中村 真⼈ 
（富⼭⼤学） ⽣体適合性材料を担持したナノファイバー ｐ10

松本 公久 
（富⼭県⽴⼤学） 溶液分散 Si ナノ結晶の開発 ｐ10

森 康貴 
（富⼭県⾼等専⾨学校） ⾦属ナノ粒⼦を分散含有する⾼分⼦系フィラーの研究開発 ｐ10

⼭本 久嗣 
（富⼭県⾼等専⾨学校） 磁気機能性流体による精密研磨法 ｐ10

 

詳細は平成 27 年度版ガイドブックをご覧ください。 
⼜、とやまナノテククラスターホームページの会員専⽤ページにてもご覧いただけます。 
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（ 企 業 名 ）                    （ 会 社 Ｕ Ｒ Ｌ ）

技術名 
（技術シーズ名） 

技術の概要 
 

 
ア イ シ ン 軽 金 属 株 式 会 社             http ://www.a is in-ak .co . jp/

技術名 自動車用衝突安全システムに適応した高靭性アルミニウム押出材料の開発 

技術の概要 

自動車用衝突安全システムの衝撃吸収部材であるクラッシュボックスに、6000 系アルミニウム押出材料を

適応 

6000 系アルミニウム押出材料を構成する化学成分と製造工程内の熱履歴を制御し、結晶粒界の無析出帯を

狭小化することで材料を高靭性化した 

株 式 会 社 ア ラ イ ド タ ン グ ス テ ン        http ://www.a l l i ed-mater ia l . co . jp/

技術名 超微粒超硬合金用ＷＣ（タングステンカーバイド）粉末 

技術の概要 
超硬合金主原料の微粒ＷＣ（タングステンカーバイド）粉の使用に関し、使い易さに着目し、低嵩粉末を開

発。低嵩粉末の効果として、混合ロットの大サイズ化、成形時のプレス性向上、焼結時の収縮率の低減、押

出し成形時のバインダ量低減等が挙げられる。 

株 式 会 社 石 金 精 機              http ://www. ish igane-fas .co . jp/ 

技術名 工作機械部品・自動車関連部品の高精度切削加工技術 

技術の概要 
工作機械や自動車関連の高精度部品製造では最終工程の研削作業、ラップ作業が非常に重要である。これら

作業では、使用機械における最適な工具選定や加工手法等を把握し、機械性能を最大限に引き出す高い技能

が必要である。当社では、治具・工具を独自製作し、高い技能に裏付けられた高精度切削加工を実現。 

株式会社エヌエス・ブレーン                 http://www.nsbrain.com/

技術名 
「ナノ加工技術（撥水・撥油・防汚）を施したアクリル混ニット商品」 
の開発 

技術の概要 
 高熱ナノ加工処理が可能な天然素材等に比べて、低温処理が要求されるアクリル混ニットへのナノ加工を、

当社独自の最終熱処理機の開発により実現。アクリル混ニットへのナノ加工技術（撥水・撥油・防汚）によ

り、付加価値の高いニット製品を製造、販路拡大・需要拡大を目指す。 

ＮＳＩ株式会社  

技術名 
大面積・高精度ナノインプリント（ナノパターン転写）の 
独自技術確立と量産 

技術の概要 

親会社の SCIVAX 株式会社（本社：川崎市）で開発した独自のナノインプリント技術（大面積一括転写、

多数個一括転写及び曲面転写技術）を活用し、もの作りを得意とする日研プラント株式会社（本社：富山市）

の協力により、NSI 株式会社は、ナノパターンの加工受託を半導体工場並みのクリーン環境下で量産体制を

確立。 

ＦＣＭ株式会社                        http://www.fc-m.co.jp/

技術名 
耐ウィスカ性，はんだ濡れ性に優れた、Sn-Ag-Cu３元合金めっき技術 

技術の概要 

・三つの元素（Sn，Ag，Cu）を同時に析出させ、安定的なめっき皮膜を形成 

・皮膜の結晶組織をナノオーダーで制御することで、高い耐ウィスカ性を実現 

・リフロー処理をしないため、はんだ濡れ性も良好 

・鉛フリー，レアメタルフリーSn 系合金めっき 

技術の詳細は、当クラスターホームページの
会員専用ページでもご覧いただけます。 

見方 分 類 

・材料・素材 

・精密機械・部品 

・金属加工・部品 

・樹脂加工・部品 

・繊維加工・製品 

・鍍金・コーティング 平成 27 年度版
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キタムラ機械株式会社                  http://kitamura-machinery.co.jp/

技術名 
従来機比 25 万倍の 512 ギガバイトの処理能力をもつ 
高速、高精度、超精密加工を実現 

技術の概要 

キタムラ機械株式会社は 2008 年に独自のＮＣ装置「Arumatik-Mi」を開発、高速演算処理能力や各種イ

ンテリジェント機能により、高速・高精度加工を実現。さらに進化させた従来機比 25 万倍の処理能力を持

つ「Arumatik-Mi」を搭載したマシニングセンタで 10μm 未満の切り込みと毎分 20,000 ミリの高速送

りにより、超微細加工を実現した。 

ケ ー シ ー ア イ ・ ワ ー プ ニ ッ ト 株 式 会 社      http ://kc i .kawada-kn i t .co . jp/

技術名 
ポリウレタンナノファイバー不織布と 
トリコット生地を貼り合わせた次世代透湿防水性生地 

技術の概要 

織物や丸編みとナノファイバー不織布を貼り合わせた素材は市販されている情報はあるものの、トリコッ

ト生地とナノファイバー不織布を貼り合わせた素材はまだ上市されていない。 

織物には無く、丸編みでは伸びすぎる伸縮性の不具合を解消し且つ、ナノファイバーを破壊しない適度な

伸びと、高い透湿防水性を兼ね備える素材が完成した。 

株式会社ゴールドウイン                   http://www.goldwin.co.jp/

技術名 C3fit IN-pulse（インパルス）シリーズ 

技術の概要 
「C3fit IN-pulse」シリーズは東レ株式会社と日本電信電話株式会社が開発・実用化した機能素材“hitoe”

を活用したウエア型のトレーニングデータ計測用デバイスです。 

コ マ ツ Ｎ Ｔ Ｃ 株 式 会 社             http ://www.komatsu-ntc .co . jp/

技術名 
油静圧軸受を用いたマシニングセンタ（金属接触レス工作機械） 

技術の概要 
油静圧回転軸受を用いた主軸、並びに、油静圧案内機構とリニアモータ駆動を用いた送り軸機構を持つ、加

工点（工具と加工物の接触）以外での金属接触が無い工作機械 

三 協 立 山 株 式 会 社                 http ://www.st-grp .co . jp/

技術名 鍛造用アルミニウム合金小径連続鋳造棒 TG-bar 

技術の概要 

自社開発の断熱鋳型による急速急冷鋳造方式は、断熱構造の鋳型下端から噴出する冷却水で凝固を完了さ

せることで、従来の二重冷却構造の凝固時間を格段に低減している。横型連鋳棒が苦手な難加工合金でも成

分偏析が少なく、微細、均一な鋳塊組織が得られるため、精密／特殊工法の過酷な熱間／冷間鍛造で優れた

加工性を実現する高品質なアルミニウム合金小径連続鋳造棒を提供する。 

三 光 合 成 株 式 会 社               http ://www.sankogose i .co . jp/ 

技術名 
金型表面加工による高機能化 

技術の概要 

金属の表面に特殊な処理を行うことで、「離型性改善」「汚れ付着防止」「磨き工数削減」「破損防止・長寿命

化」などの効果を与える。当社では、実際のプラスチック成形金型で効果を確認し、2014 年より金型製造

へ適用している。 

技術名 ゆらぎ華飾技術 

技術の概要 
自然界に存在する水面やモルフォ蝶などの持つ眺める方向による色調・明暗の魅力的な変化を付けるなど、

プラスチック製品に付加価値のある見栄えを与える加飾技術。 
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新 光 硝 子 工 業 株 式 会 社             http ://www.sh inkog lass .co . jp/

技術名 
ガラスとガラス及びポリカーボネートとの特殊樹脂による接合技術 

技術の概要 
大手化学メーカーと共同開発したアクリル樹脂を用い、ガラスとガラス或いはガラスとポリカーボネート

を常温で重合接着する技術。ガラスとポリカーボネートは熱膨張率が異なるため、従来のフィルムによる合

わせ加工が困難であったが、特殊な液体樹脂を用いることにより常温での重合を可能とした。 

株 式 会 社 ス ギ ノ マ シ ン               http ://www.sug ino .com/ 

技術名 バイオマスナノファイバー「BiNFi-s（ビンフィス）」 

技術の概要 

「BiNFi-s（ビンフィス）」は、植物の主成分であるセルロースや甲殻類の殻の主成分であるキチンに代表さ

れるバイオマス（生物資源）を、当社独自のウォータージェット技術を用いて解繊した、直径約 20 nm、長

さ数μm のナノファイバーです。高強度、低熱膨張、大比表面積、高アスペクト比、高保湿性、軽量、生体

親和性、無環境負荷などの優れた性質を有しているため、様々な分野での応用が進んでいます。 

技術名 湿式微粒化装置「スターバースト」 

技術の概要 

「スターバースト」は、最大 245MPa に加圧した原料同士をマッハ４の相対速度で衝突させることで、分

散・粉砕・乳化・解繊・劈開・表面改質を行う湿式微粒化装置です。粉砕室内には、対向する噴流の衝突力、

高速流によるせん断力、そして発生したキャビテーション気泡が消滅する時の衝撃力が作用し、原料がナノ

オーダーまで微粒化されます。大型機から卓上機まで幅広いサイズと蒸気滅菌モデルを揃えています。 

技術名 小型同時５軸制御横型ＭＣ「セルフセンタ H15B-5AX」 

技術の概要 

「H15B-5AX」は、量産加工用に広く使用されている小型マシニングセンター（ＭＣ）「セルフセンタ」シ

リーズのラインアップ機種で、一般的な小型ＭＣにはない同時５軸制御機能と高い剛性を兼ね備えた、主軸

テーパー30 番の横型ＭＣです。高速・高精度・高剛性・省スペースであるため、近年求められている複雑形

状の小物部品の量産加工に適しており、要望に応じたカスタマイズも可能です。 

大 平 洋 ラ ン ダ ム 株 式 会 社             http ://www.rundum.co . jp/

技術名 
高純度炭化けい素の超微粉製造技術 

技術の概要 炭化けい素の微細化と高純度化処理技術 

株 式 会 社 タ カ ギ セ イ コ ー           http ://www.takag i-se iko .co . jp/ 

技術名 熱可塑性複合材料の量産成形技術 

技術の概要 

CFRTP をはじめとする熱可塑性の複合材料は、一般的に生産サイクルの長い熱硬化性のものに対して、生

産サイクルが短く、自動車など大量生産に適しているとされてきた。しかしその材料特性やハンドリング性

から連続生産が困難であった。本技術は、この欠点を解消し連続生産を可能とする量産成形技術であり、自

動車の生産ラインスピードに対応する生産が可能となる。 

立 山 電 化 工 業 株 式 会 社           http ://www.tateyamadenka .co . jp/ 

技術名 微小部品へのめっき 

技術の概要 微小箇所の必要な部分のみにめっき厚：30ｎｍ～の Au（金）めっきを処理する 
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立 山 マ シ ン 株 式 会 社                http ://www.tateyama. jp/

技術名 
真空蒸着法を用いたナノ複合材料製造技術 

技術の概要 真空蒸着法を用いたナノ複合材料製造技術。材料選択性、不純物の残存量、製造コスト面での優位性がある。

中 越 合 金 鋳 工 株 式 会 社            http ://www.chuetsu-meta l . co . jp/

技術名 急冷凝固用銅ロール 

技術の概要 
銅の持つ優れた熱伝導性に高強度をプラスした 中越開発材『ＣＣＭ』が微細組織を創り出します。 

  CCM･･･Cu-Cr-Zr 析出硬化型合金  

技術名 耐摩耗性/耐焼付性 銅合金精密部品 

技術の概要 
自動車や鉄道車両、油圧機器等に使用される機能部品には、耐摩耗性/耐焼付性/高精度が要求されます。中

越合金は高性能銅合金を、ミクロンオーダーの加工技術で供給します。 

中 越 パ ル プ 工 業 株 式 会 社     http ://www.chuetsu-pu lp .co . jp/feature/1778 

技術名 セルロースナノファイバー（ＣＮＦ） 

技術の概要 

 自社でパルプ化した植物繊維を水に分散させ、パルプ同士を高圧で衝突させることにより微細化を行って

います（ＡＣＣ法）。 

 製造条件の調整により品質のコントロールが可能で用途に応じた作り込みが出来、安全性にも優れた製造

法です。 

株 式 会 社 戸 出 Ｏ － Ｆ ｉ ｔ              http ://www.h-tkc .co . jp/

技術名 
富山県で産出される資源をプラスチックにフィラー材として混練し、 
新しい機能性を持たせたプラスチック原料の製造技術 

技術の概要 

 石油 100％のプラスチック原料に、富山県内で産出される未利用資源をフィラー材として用い、複合プラ

スチック材料を作る技術である。複合プラスチックを原料にすると、今までのプラスチックが持っていない

新しい機能が発現する。また、フィラー材にアルミ工場から出るスラッジや火力発電所の灰、ダム流木など

の廃棄物を利用するので環境にも優しい。 

日 本 カ ー バ イ ド 工 業 株 式 会 社           http ://www.carb ide .co . jp/ 

技術名 超精密微細構造化シート 

技術の概要 
当社は再帰反射シート製品で培われた“超精密金型加工”、“連続シート成形”、“両面成形”を融合し、熱可

塑性プラスチック表面に『超精密微細構造』を付与した高機能性シートの開発に取り組んでいます。 

パ ナ ソ ニ ッ ク ・ タ ワ ー ジ ャ ズ  セ ミ コ ン ダ ク タ ー 株 式 会 社    ht tp ://tpsemico .com/ja/

技術名 
65nm プロセスを用いたミリ波 110GHz 帯 RF CMOS 向け 
プラットフォームの開発 

技術の概要 
300mm ウェハにおける先端的な 65nm プロセスを用いて、今後用途が大きく広がるミリ波 110GHz 帯

RF CMOS 向けの LSI デバイス用プラットフォームを開発。さらに設計環境の充実によって、デバイス開発

から量産までの総合的なソリューションを提供。 
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株 式 会 社 ビ ー ・ エ ム ・ プ ロ ダ ク ツ       http ://www.bm-products . info/ 

技術名 
安定化ジルコニア（ＹＳＺ）を使用した打錠機用金型臼及び 
打錠障害を改善するナノ改質処理技術 

技術の概要 

従来、打錠機用金型臼は SKD11（鋼材）を使用し、表面腐食を防ぐため硬質クロムめっきや CrN 等の表面

コーティングをしているが、摩耗により表面が傷つき洗浄等で腐食される問題があった。当社は、これらを

解決するため安定化ジルコニアを使用したジルコニア打錠臼を開発しました。また杵については、打錠障害

を改善するナノ改質処理も可能です。 

BBS ジ ャ パ ン 株 式 会 社             http ://www.bbs- japan .co . jp/ 

技術名 アルミニウム合金とマグネシウム合金の高強度面接合技術 

技術の概要 
マグネシウムとアルミニウムの接合には中間材に純チタンを使用。 

破壊の原因になりやすい反応層を数十 nm まで薄く制御することで高強度化した。 

株 式 会 社 北 熱                    http ://hokunetsu .com/

技術名 金型用深穴内面 PVD コーティング“ｄｉＸｉｓ（ディクシス）” 

技術の概要 
従来のＰＶＤコーティングでは不可能であった、深穴の奥部までセラミックス保護膜を生成できるため、深

穴金型の大幅な寿命向上を実現します。 

株 式 会 社 北 陸 エ ン ジ ニ ア プ ラ ス チ ッ ク     http ://www.h5.d ion .ne . jp/~hep/

技術名 
3D プリンター用フィラメント（ナノマテリアル入り） 

技術の概要 
弊社は、国内では数少ない押出しメーカーで丸棒・板の製造技術を持っています。長年培ってきた押出し技

術を活用し、今般国産初の３Ｄプリンター用フィラメントの製造に成功しました。品質、機能ともに、海外

製とは大きく差をつけた高い水準で提供しております。 

株 式 会 社 松 村 精 型                http ://www.matsump.com/

技術名 
自動車部品事業におけるアルミ鋳造製品のマイクロメータオーダの 
高精度な加工・保証・維持技術 

技術の概要 

自動車の無段変速機（ＣＶＴ）を最適に制御する油圧切替弁（ソレノイドバルブ）の性能を左右する超高精

度自動車部品（スリーブ）を製造しています。これは、変速をスムーズに機能させる重要部品で、マイクロ

メータオーダの寸法精度が要求されます。積極的な設備投資と技術開発で構築した一貫生産体制により、マ

イクロメータオーダの高精度加工および品質保証を維持しています。 

株 式 会 社 ユ ニ ゾ ー ン               http ://www.un izone .co . jp/

技術名 新素材に対応したナノ機能めっきの取組み 

技術の概要 

当社は、多種多様な表面処理をラインナップしており、自動車部品、機械部品、電気・電子部品など幅広い

製品を手掛けております。高機能化、高精度化、軽量化等の高性能化要求、新素材へのメッキ技術の実用化

開発など表面処理技術を通じて、お客様からの新たな要求機能の実現にご協力させていただいております。

ナノ金属粉体への Ag メッキ、Ni 精密電鋳などナノ機能メッキの取組み実績例を紹介します。 

株 式 会 社 リ ッ チ ェ ル                http ://www.r iche l l . co . jp/ 

技術名 
射出成形による樹脂製マイクロチップ・デバイスの量産化技術 

技術の概要 

当社開発のオリジナル樹脂材料により（ポリプロピレン系樹脂とエラストマー系樹脂から成る樹脂組成

物）、マイクロオーダーの凹凸を忠実に転写した樹脂加工品を成形することが出来ます。 

 金型スタンパーとして、シリコンウエハにエッチング加工した基板を採用し、シリコン金型の凹凸を忠実

に再現することにより、高精度な流路成形の量産を実現しました。 
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研究者名 ｐ○

技 術 名  

技術の概要  

研 究 者 

情 報 

研究分野  

E-Mail  
 
課 長  岩 坪  聡 （ 富山県工業技術センター 中央研究所 評価技術課） ｐ48

技 術 名 ナノ粒子の作製と高圧ジェットミルを用いた高度微粒化技術の応用 

技術の概要 

 抗菌性や防腐防蟻特性、切り花の延命機能を持つ銀や銅の複合粒子剤の開発を、高圧ジェットミル法を用

いて行い、作製された粒子径とそれらの特性の関係を明らかにした。また、高圧ジェットミル法の微細化にお

ける限界から、ビーズミルとの複合化処理を行った場合の効果と、その処理の特長を示した。現在は、高圧ジ

ェットミル処理の現象解明による装置改良の研究を行い大幅な微細化特性の向上を目指している。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 ナノ粒子、微粒化、ジェットミル、コアシェル、メソポーラス 

E-Mail iwatsubo@itc.pref.toyama.jp 

講師 遠藤 洋史（富山県立大学 工学部 機械システム工学科） ｐ38

技 術 名 微細リンクル加工技術による機能性材料 

技術の概要 
本技術では汎用性ゴムフィルムに 3 ステップ(オリジナル立体伸張→硬化層形成→解放)で周期的かつ無欠陥

の精密微細凹凸構造を作製できる。基板からの剥離も可能であり、フレキシブル性を有していることからより

複雑なナノ構造も再現できる。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 リンクル、微細加工、ゴム材料、超撥水性、局在プラズモン、表面座屈 

E-Mail endo@pu-toyama.ac.jp 

教授 岡田 裕之（富山大学大学院 理工学研究部 電気電子システム工学専攻） ｐ37

技 術 名 フレキシブル応用へ向けた有機エレクトロニクス技術の研究開発 

技術の概要 

 将来の高精細、大面積、高機能の情報表示や情報伝達機能を持つ電子端末の実現を目指し、有機材料を用

いた集積化デバイスや光電子変換駆動技術に関する研究を行っています。特に、高性能化とフレキシブル化

へ向けて、様々な分野で利用できるフレキシブルプロダクトが支える優しく快適な社会へ向けた有機 EL や

有機トランジスタに関する自己整合技術を研究開発しています。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 
有機エレクトロニクス、フレキシブル、液晶、有機 EL、有機トランジスタ、有機センシングデバ

イス、有機系太陽電池 

E-Mail okada@eng.u-toyama.ac.jp 

課長 金丸 亮二（富山県工業技術センター 生活工学研究所 生産システム課） ｐ49

技 術 名 ナノファイバーによる高機能医療用材料の開発 

技術の概要 

富山県工業技術センターでは、マルチノズル式エレクトロスピニング装置を導入し、高い透湿防水効果と伸

縮性、生産性を合わせ持つナノファイバーシートを開発した。開発したナノファイバーシートの用途展開を

医療用材料に広げるため、強化効果の高いセルロースナノファイバーとハイブリッド化し、より薄く使用快

適性の高いシートの開発を現在行っている。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 繊維 ナノファイバー 

E-Mail kin@itc.pref.toyama.jp 

主任研究員 川堰 宣隆（富山県工業技術センター 中央研究所 加工技術課） ｐ50

技 術 名 集束イオンビームを利用したダイヤモンド切削工具 

技術の概要 

本研究では、高精度な微細加工が可能な集束イオンビーム（FIB）に着目し、これを用いた超精密加工用工

具の開発と応用について検討している。熱処理を応用することで、FIB 照射によるダイヤモンド切れ刃の創

成の際に生じる加工特性の悪化を改善する手法を提案した。さらに、微細なテクスチャによって工具・被削

材間の摩擦特性を変化させることで、ダイヤモンド工具を高機能化する技術を開発した。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 超精密切削加工、精密切削加工 

E-Mail kawasegi@itc.pref.toyama.jp 

見方 

平成 27 年度版

掲載ページ 
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主任研究員 坂井 雄一（富山県工業技術センター 機械電子研究所 電子技術課） ｐ51

技 術 名 配向性強誘電体厚膜パターンの作製 

技術の概要 

スクリーン印刷と熱処理のみの工程で分極軸方向に配向した強誘電体膜のパターンが形成可能です。配向膜

とすることで特性が向上し、チタン酸バリウム系の材料では、バルクセラミックスを超える強誘電性を示す

膜パターンが得られました。また、スクリーン印刷を利用していることから、パターニングも容易で、パタ

ーン形成に際してエッチングによる廃液が発生しないという特徴もあります。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 スクリーン印刷、強誘電体、圧電体、非鉛 

E-Mail sakai@itc.pref.toyama.jp 

助教 迫野 奈緒美（(独)国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 物質化学工学科） ｐ43

技 術 名 気相中におけるコアーシェル型金属ナノ粒子の生成 

技術の概要 

二種類の異なる金属で構成されるコアーシェル型ナノ粒子は,金属ナノ粒子の中でも特に触媒活性が高いこと

が知られています。液相中におけるナノ粒子生成では,コアおよびシェルとなる金属がイオン化傾向に依存す

るため,その順序を入れ替えた粒子生成は複雑な工程を踏む必要があります。本研究では、気相合成法を用い

てイオン化傾向の影響を受けないコアーシェル型ナノ粒子の簡便な生成法の確立を目的としています。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 ナノ粒子、触媒 

E-Mail nsakono@nc-toyama.ac.jp 

准教授 真田 和昭、客員教授 永田 員也（富山県立大学 工学部 機械システム工学科） ｐ40

技 術 名 セルロースナノファイバーとナノ粒子のハイブリッド化による高強度・高熱伝導性樹脂の開発 

技術の概要 

これまで検討されていなかった結晶性 CNF に着目し, セルロースナノファイバー(CNF)に添加するだけで

PP や PE などの疎水性ポリマーに分散可能な植物由来の疎水化剤を見出した。低水分量 CNF(10mass%

以下)と PE や PP を二軸押出機で均一分散できる。この新規 CNF を用いた自動車部品, 電機・電子製品, 各

種包装材料, 3D プリンター造形材料などへの事業化に向けた R & D も積極的に推進している。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 
ナノコンポジット、ナノファイバー分散制御技術、界面制御技術、コンポジット構造解析技術、力

学特性・機能性設計制御技術 

E-Mail sanada@pu-toyama.ac.jp   nagata@pu-toyama.ac.jp 

教授 高橋 勝彦（(独)国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 機械システム工学科） ｐ45

技 術 名 選択還元法で造られたナノ酸化物粒子分散強化材料 

技術の概要 

希少金属による合金開発は，資源問題やリサイクルの観点からいずれ限界がくる。その対策として複合材料

がある。本研究では，酸化物固溶体からナノ酸化物粒子分散強化材料を作製する「選択還元法」の開発を行

っている。この方法は，分散ナノ粒子の製造と均一分散を同時に行うことで，工程の簡略化とコスト低下が

期待でき，耐熱材料，耐摩耗材料や燃料電池用電極材料などの製造に適用できる。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 材料プロセス，ナノ粒子分散強化材料 

E-Mail taka@nc-toyama.ac.jp 

准教授 竹井 敏、客員教授 花畑 誠（富山県立大学 工学部 機械システム工学科） ｐ41

技 術 名 ナノインプリント用ガス透過性モールド材料と微細加工技術の開発 

技術の概要 

ガス透過性ナノプリント用モールド材料や水溶性ナノパターニング材料により、製品の高付加価値化を進め

ている。ガス透過性ナノプリント用モールド材料は、モールドが巻き込む空気や発生ガスによる成型不良が

改善できると共に、溶剤や水等の揮発性成分を含むナノ成型に適している。また、水溶性ナノパターニング

材料は、有機溶媒やアルカリ現像液を不要とできると共に、医療・電子フィルムのナノ加工に適している。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 
電子材料、機能材料、プラスチック、バイオマス、医療用フィルム・ツール、リソグラフィ、微細

加工、化学工学、粉体工学、光化学 

E-Mail takeis@pu-toyama.ac.jp   hanabatam@pu-toyama.ac.jp 

准教授 多田 和広（(独)国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 電気制御システム工学科） ｐ44

技 術 名 分子動力学法によるナノカーボン材料の電子ビーム加工解析 

技術の概要 

グラフェンなどのナノ材料への電子線照射による構造変化を制御して、所望の物性をもつよう加工や改質を

行うシミュレーションの開発を行っている。本シーズは電子衝突過程をモンテカルロ法による確率過程とし

てモデル化するところに学術的な特徴や独創性があり、特に電子照射エネルギーなどの照射条件をパラメー

タとして解析できる他の手法にない特徴があるため、実験的研究との比較がしやすいという利点を持つ。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 ナノシミュレーション 

E-Mail tada@nc-toyama.ac.jp 
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主任研究員 寺田 堂彦（富山県工業技術センター 中央研究所 材料技術課） ｐ52

技 術 名 再生医療用足場材料としてのシルクナノファイバーの開発 

技術の概要 

怪我や病気などにより欠損した体組織を再生させるための足場材料として、エレクトロスピニング法を用

いて、シルクナノファイバーからなるスポンジ状の構造体を作製した。従来技術により作製される緻密なシ

ート構造とは異なり、疎なスポンジ構造であるため、細胞の浸潤性が向上している。さらに、ナノファイバ

ーの表面性状を変えることにより、生着した細胞の応答性を変えることも可能となった。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 高分子材料 

E-Mail terada@itc.pref.toyama.jp 

准教授 豊嶋 剛司（(独)国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 機械システム工学科） ｐ46

技 術 名 ナノテクリスクを回避する特異形状粒子の合成 

技術の概要 

ナノテクノロジーの発達に伴い、既存品に比べて極めて高性能なナノ材料の開発が盛んに行われている一方

で、その環境漏えい時の健康問題が潜在している。本研究は化学反応性を高める方法としてナノ表面を有す

るセラミクス材料の開発に取り組んでいる。ハンドリングが容易かつ安全なミクロスケールの粒子をナノ表

面化することで高い比表面積を有した安全な素材開発へと繋がる。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 結晶成長、形状制御、粉体材料 

E-Mail t.toshima@nc-toyama.ac.jp 

教授 中村 真人、招聘研究員 Tanveer Mir Ahmad（富山大学大学院 理工学研究部（工学）） ｐ35

技 術 名 生体適合性材料を担持したナノファイバー 

技術の概要 

ナノファイバーやナノ微粒子は、医療やバイオ、医薬の領域への応用展開が期待されている。そこで本研究で

は、「使えるナノテク」を目指して、ナノファイバー、生物由来材料、生物活性機能材料を添加・融合し、3

次元培養器材として成形することで、細胞生物学、幹細胞生物学や再生医療、がんの研究、さらに医薬品の薬

効や毒性検査用キットなどの３次元培養器材やツールなどへの応用・実用化・発展を目指す。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 生体材料工学、再生医工学、細胞生物学、ナノファイバー、3 次元培養、バイオセンサ 

E-Mail maknaka@eng.u-toyama.ac.jp   mirtanveer9@eng.u-toyama.ac.jp 

講師 松本 公久（富山県立大学 工学部 知能デザイン工学科 マイクロ・ナノシステム工学講座） ｐ39

技 術 名 溶液分散 Si ナノ結晶の開発 

技術の概要 

ナノメーターサイズのシリコン粒子である「Si ナノ結晶」の作製を行っています。Si ナノ結晶は室温で可視

発光を示すことより、発光材料への応用が期待されています。これまでに、粒子表面を親水性の有機分子で終

端することにより、水溶液に分散する Si ナノ結晶の作製にも成功しました。シリコンの人体に対して無毒で

ある性質を活かし、生体計測用のバイオラベルなどへの応用を目指しています。 

研 究 者 

情 報 

研究分野 半導体ナノマテリアル、光物性、Si ナノ粒子、蛍光材料 

E-Mail matsu@pu-toyama.ac.jp 

准教授 森 康貴（(独)国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 物質化学工学科） ｐ42

技 術 名 金属ナノ粒子を分散含有する高分子系フィラーの研究開発 

技術の概要 

金属ナノ粒子は通常の大きさの金属とは異なる特異な性質を有するが、樹脂等の基質への固定化の際にはナ

ノ粒子の凝集による機能低下が問題となる。本技術は、分散状態を保持したまま金属ナノ粒子を樹脂等に簡

便に導入するアプローチの一つとして、あらかじめ金属ナノ粒子が高分子の基質中に均一に分散した複合体

粉体（フィラー）を合成し、これを樹脂に混練することでナノ粒子の機能を効果的に発現させるものである。

研 究 者 

情 報 

研究分野 ナノ分散技術、抗菌・抗ウイルス活性、有機／金属ナノ複合体 

E-Mail yamori@nc-toyama.ac.jp 

助教 山本 久嗣（(独)国立高等専門学校機構 富山高等専門学校 ソリューションセンター） ｐ47

技 術 名 磁気機能性流体による精密研磨法 

技術の概要 

磁気感応性質を持つ磁気機能性流体を用いた精密研磨技術です。磁場に応答して形成される磁気クラスターを

工具と共に回転させることで砥粒を制御し被削材の加工を行います。流体性質を持つために細部，あるいは複

雑形状をもつ微細金型や難削材円管内面への精密研磨への応用が期待できます。 

 

研 究 者 

情 報 

研究分野 機能性流体，微粒子 

E-Mail h.yamamoto@nc-toyama.ac.jp 
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